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(57)【要約】
　複数のシンクデバイスへのワイヤレスストリーミング
伝送のタイミングを同期するための方法、システム、装
置、およびデバイスが説明される。ソースデバイスが、
共通タイミングソースに関連するタイミング情報、たと
えば、マルチメディアレイヤでのメディアタイミングソ
ースまたはWi-Fiタイミングソースを識別し、シンクデ
バイスにタイミング情報を送り得る。シンクデバイスは
、タイミング情報を受信し、複合タイミング遅延、たと
えばワイヤレス伝送リンク遅延、内部インターフェース
リンク遅延、またはそれらの組合せを決定し得る。ソー
スデバイスは、シンクデバイスにコンテンツをストリー
ミングし得、シンクデバイスは、ローカルに調節された
タイミング信号を使用して、コンテンツの提示を同期し
得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システム内でコンテンツをストリーミングするための方法であって、
　共通タイミングソースに関連する複合タイミング遅延を識別するステップと、
　前記識別された複合タイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、シンクデバイスタ
イミングを調節するステップと、
　前記調節されたシンクデバイスタイミングを使用して、ソースデバイスから複数のシン
クデバイスにストリーミングされるコンテンツの提示を同期するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記識別された複合タイミング遅延が、第1のタイミングソース遅延、第2のタイミング
ソース遅延、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含む請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記第1のタイミングソース遅延がマルチメディアレイヤに関連付けられ、前記第2のタ
イミングソース遅延がワイヤレス通信レイヤに関連付けられる請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記ワイヤレス通信レイヤを介するワイヤレス通信に関連する伝送リンク遅延を識別す
るステップと、
　前記コンテンツをストリーミングするために使用される各レイヤに関連する内部インタ
ーフェースタイミング遅延を識別するステップであって、前記識別された複合タイミング
遅延が、前記伝送リンク遅延および前記内部インターフェースタイミング遅延に少なくと
も部分的に基づくステップと、
　前記複合タイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、シンクデバイスの前記マルチ
メディアレイヤのタイミングを調節するステップと
をさらに含む請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記伝送リンク遅延を識別する前記ステップが、
　前記ソースデバイスとタイミング測定および確認フレームを交換する少なくとも2つの
ラウンドを実施するステップ
を含む請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記内部インターフェースタイミング遅延が、部分的には前記タイミング情報にアクセ
スするために、前記マルチメディアレイヤと前記ワイヤレス通信レイヤとの間の通信に関
する遅延に関連付けられる請求項4に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1のタイミングソース遅延がワイヤレス通信レイヤに関連付けられ、前記第2のタ
イミングソース遅延がマルチメディアレイヤに関連付けられる請求項2に記載の方法。
【請求項８】
　前記ワイヤレス通信レイヤからのタイミングインスタンスを識別するステップと、
　前記コンテンツをストリーミングするために使用される各レイヤに関連する内部インタ
ーフェースタイミング遅延を識別するステップと、
　前記内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、前記ワイヤ
レス通信レイヤからの前記タイミングインスタンスに対応する前記マルチメディアレイヤ
のタイミングを調節するステップと、
　前記マルチメディアレイヤの前記調節されたタイミングに少なくとも部分的に基づいて
、前記ストリーミングされたコンテンツとともに受信された提示タイムスタンプを変換す
ることによって、マルチメディアレイヤタイミングソースの提示時刻を決定するステップ
と
をさらに含む請求項7に記載の方法。
【請求項９】
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　前記共通タイミングソースが一般化高精度時間プロトコルに関連付けられる請求項1に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数のシンクデバイスが、ピアツーピアネットワーク、インフラストラクチャネッ
トワーク、またはそれらの組合せを介して前記ソースデバイスと通信する請求項1に記載
の方法。
【請求項１１】
　前記共通タイミングソースに関連するタイミング情報を前記ソースデバイスから受信す
るステップであって、前記共通タイミングソースが、前記複数のシンクデバイスにコンテ
ンツをストリーミングするために使用されるステップ
をさらに含む請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　前記コンテンツが、マルチメディアコンテンツ、オーディオコンテンツ、ビデオコンテ
ンツ、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つである請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信システム内でコンテンツをストリーミングするための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子的に通信するメモリと、
　前記メモリ内に記憶されている命令であって、
　　共通タイミングソースに関連する複合タイミング遅延を識別し、
　　前記識別された複合タイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、シンクデバイス
タイミングを調節し、
　　前記調節されたシンクデバイスタイミングを使用して、ソースデバイスから複数のシ
ンクデバイスにストリーミングされるコンテンツの提示を同期する
　ように前記プロセッサによって実行可能である命令と
を備える装置。
【請求項１４】
　前記識別された複合タイミング遅延が、第1のタイミングソース遅延、第2のタイミング
ソース遅延、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含む請求項13に記載の装置
。
【請求項１５】
　前記第1のタイミングソース遅延がマルチメディアレイヤに関連付けられ、前記第2のタ
イミングソース遅延がワイヤレス通信レイヤに関連付けられる請求項14に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ワイヤレス通信レイヤを介するワイヤレス通信に関連する伝送リンク遅延を識別す
ること、
　前記コンテンツをストリーミングするために使用される各レイヤに関連する内部インタ
ーフェースタイミング遅延を識別することであって、前記識別された複合タイミング遅延
が、前記伝送リンク遅延および前記内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部
分的に基づくこと、および
　前記複合タイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、シンクデバイスの前記マルチ
メディアレイヤのタイミングを調節すること
を行うように前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに含む請求項15に記載の装置
。
【請求項１７】
　前記伝送リンク遅延を識別するための前記命令が、
　前記ソースデバイスとタイミング測定および確認フレームを交換する少なくとも2つの
ラウンドを実施する
ように前記プロセッサによってさらに実行可能である請求項16に記載の装置。
【請求項１８】
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　前記内部インターフェースタイミング遅延が、部分的には前記タイミング情報にアクセ
スするために、前記マルチメディアレイヤと前記ワイヤレス通信レイヤとの間の通信に関
する遅延に関連付けられる請求項16に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第1のタイミングソース遅延がワイヤレス通信レイヤに関連付けられ、前記第2のタ
イミングソース遅延がマルチメディアレイヤに関連付けられる請求項14に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ワイヤレス通信レイヤからのタイミングインスタンスを識別し、
　前記コンテンツをストリーミングするために使用される各レイヤに関連する内部インタ
ーフェースタイミング遅延を識別し、
　前記内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、前記ワイヤ
レス通信レイヤからの前記タイミングインスタンスに対応するように前記マルチメディア
レイヤのタイミングを調節し、
　前記マルチメディアレイヤの前記調節されたタイミングに少なくとも部分的に基づいて
、前記ストリーミングされたコンテンツとともに受信された提示タイムスタンプを変換す
ることによって、マルチメディアレイヤタイミングソースの提示時刻を決定する
ように前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに含む請求項19に記載の装置。
【請求項２１】
　前記コンテンツが、マルチメディアコンテンツ、オーディオコンテンツ、ビデオコンテ
ンツ、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つである請求項14に記載の装置。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信システム内でコンテンツをストリーミングするための方法であって、
　ソースデバイスに関連する共通タイミングソースに関連するタイミング情報を識別する
ステップであって、前記共通タイミングソースが、複数のシンクデバイスにコンテンツを
ストリーミングするために使用されるステップと、
　前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1つに前記タイミング情報を送るステッ
プと、
　前記複数のシンクデバイスに前記コンテンツをストリーミングするステップであって、
前記コンテンツの提示が、前記タイミング情報に少なくとも部分的に基づいて前記複数の
シンクデバイスと同期されるステップと
を含む方法。
【請求項２３】
　前記タイミング情報を識別する前記ステップが、
　マルチメディアレイヤによってワイヤレス通信レイヤからタイミングインスタンスを取
り込むステップと、
　前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1つに対するタイミング測定フレームの
ワイヤレス送信および受信の各々について前記マルチメディアレイヤの前記共通タイミン
グソースに対応する出発時刻および到着時刻を決定するステップと、
　調節された出発時刻および到着時刻を前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1
つに送るステップと
を含む請求項22に記載の方法。
【請求項２４】
　前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1つと前記タイミング測定フレームを交
換する少なくとも2つのラウンドを実施するステップ
をさらに含む請求項23に記載の方法。
【請求項２５】
　前記出発時刻および前記到着時刻を決定する前記ステップが、
　前記マルチメディアレイヤと前記ワイヤレス通信レイヤとの間の通信に関連する内部イ
ンターフェースタイミング遅延を決定するステップと、
　前記内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、前記出発時
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刻および前記到着時刻を調節するステップと
をさらに含む請求項23に記載の方法。
【請求項２６】
　ワイヤレス通信レイヤからのタイミングインスタンスを識別するステップと、
　前記コンテンツをストリーミングするために使用される各レイヤに関連する内部インタ
ーフェースタイミング遅延を識別するステップと、
　前記内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、前記ワイヤ
レス通信レイヤからの前記タイミングインスタンスに対応するようにマルチメディアレイ
ヤのタイミングを調節するステップと、
　前記マルチメディアレイヤの前記調節されたタイミングに対応するコンテンツペイロー
ドについての提示タイムスタンプを導出するステップと
をさらに含む請求項22に記載の方法。
【請求項２７】
　ワイヤレス通信システム内でコンテンツをストリーミングするための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子的に通信するメモリと、
　前記メモリ内に記憶されている命令であって、
　　ソースデバイスに関連する共通タイミングソースに関連するタイミング情報を識別す
ることであって、前記共通タイミングソースが、複数のシンクデバイスにコンテンツをス
トリーミングするために使用されること、
　　前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1つに前記タイミング情報を送ること
、および
　　前記複数のシンクデバイスに前記コンテンツをストリーミングすることであって、前
記コンテンツの提示が、前記タイミング情報に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
シンクデバイスと同期されること
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である命令と
を備える装置。
【請求項２８】
　前記タイミング情報を識別するための前記命令が、
　マルチメディアレイヤによってワイヤレス通信レイヤからタイミングインスタンスを取
り込み、
　前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1つに対するタイミング測定フレームの
ワイヤレス送信および受信の各々について前記マルチメディアレイヤの前記共通タイミン
グソースに対応する出発時刻および到着時刻を決定し、
　調節された出発時刻および到着時刻を前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1
つに送る
ように前記プロセッサによってさらに実行可能である請求項27に記載の装置。
【請求項２９】
　前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1つと前記タイミング測定フレームを交
換する少なくとも2つのラウンドを実施する
ように前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに含む請求項28に記載の装置。
【請求項３０】
　前記出発時刻および前記到着時刻を決定するための前記命令が、
　前記マルチメディアレイヤと前記ワイヤレス通信レイヤとの間の通信に関連する内部イ
ンターフェースタイミング遅延を決定し、
　前記内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、前記出発時
刻および前記到着時刻を調節する
ように前記プロセッサによってさらに実行可能である請求項28に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
相互参照
　本特許出願は、2015年12月4日に出願されたKafle等による「Techniques for Synchroni
zing Timing of Wireless Streaming Transmissions to Multiple Sink Devices」という
名称の米国特許出願第14/959,403号、および2014年12月5日に出願されたKafle等による「
Techniques for Synchronizing Timing of Wireless Streaming Transmissions to Multi
ple Sink Devices」という名称の米国仮特許出願第62/088,395号の優先権を主張し、それ
ぞれは本明細書の譲受人に譲渡される。
【０００２】
　本開示は、たとえばワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、ソースから複数の
シンクにストリーミングされるコンテンツの提示を同期することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブロー
ドキャストなどの様々なタイプ通信コンテンツを提供するために広範に配置されている。
これらのシステムは、利用可能なシステムリソース(たとえば、時間、周波数、および電
力)を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることのできる多元接続
システムであり得る。ワイヤレスネットワーク、たとえばWi-Fiネットワーク(IEEE802.11
)などのワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)は、1つまたは複数のステーション
(STA)またはモバイルデバイスと通信し得るアクセスポイント(AP)を含み得る。APは、イ
ンターネットなどのネットワークに結合され得、モバイルデバイスがネットワークを介し
て通信する(かつ/またはアクセスポイントに結合された他のデバイスと通信する)ことを
可能にし得る。
【０００４】
　モバイルデバイスは、他のモバイルデバイス、およびTV、コンピュータ、オーディオシ
ステムなどの他のデバイスとコンテンツを共有することを望むことがある。通常は、ある
デバイス(たとえば、ソースデバイス)が、提示のために別のデバイス(たとえば、シンク
デバイス)にコンテンツをワイヤレスにストリーミングし得る。ソースデバイスの例には
、スマートフォン、タブレットなどが含まれ得る。シンクデバイスの例には、TV、コンピ
ュータ画面、スピーカなどが含まれ得る。いくつかの応用例では、ソースデバイスは、Wi
-Fiピアツーピアワイヤレスリンクまたはインフラストラクチャワイヤレスリンクを介し
てメディアストリームを送信し得る。ソースデバイスが複数のシンクデバイスにコンテン
ツをストリーミングする状況では、各シンクデバイスでのコンテンツの提示が、遅延、エ
コーなどを回避するためにタイミング同期を必要とすることがある。しかしながら、複数
のシンクデバイスにコンテンツをストリーミングする従来の方法には、高い精度の範囲内
で、同期されたコンテンツの提示をサポートするための手段が欠けている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　記載の特徴は、一般には、高度に同期された方式で各シンクデバイスにわたるコンテン
ツの提示を可能にする、ソースデバイスから複数のシンクデバイスにコンテンツをストリ
ーミングするための1つまたは複数の改良型のシステム、方法、および/または装置に関す
る。本開示によれば、ソースデバイスが、共通タイミングソース、たとえばソースおよび
シンクデバイスに共通のワイヤレス通信ネットワークタイミングに関連するタイミング情
報を決定し、あるいは識別し得る。ソースデバイスは、シンクデバイスにタイミング情報
を送り、シンクデバイスとの間の手順に参加して、複合タイミング遅延の側面を決定し得
る。ソースデバイスは、シンクデバイスにコンテンツをストリーミングし得、シンクデバ
イスは、複合タイミング遅延、たとえば伝送遅延、ならびにデバイス内の様々なサブアセ
ンブリ、レイヤなどの間のインターフェース遅延を補償する複合タイミング遅延に基づい
て、同期式にコンテンツを提示し得る。
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【０００６】
　シンクデバイスでは、タイミング情報がソースデバイスから受信され得る。手順は、ソ
ースデバイスとともに実施され、共通タイミングソースに関連する複合タイミング遅延が
識別され得る。シンクデバイスは、識別された複合タイミング遅延に基づいてシンクデバ
イスのタイミングを調節し、調節された時刻を使用して、コンテンツの提示を同期し得る
。各シンクデバイスは、複合タイミング遅延手順を実施して、共通タイミングソースに対
してシンクデバイスの時刻を調節し得、コンテンツが各シンクデバイスにおいて同期式に
提示され得、それによってエコー、遅延などが回避される。
【０００７】
　例示的実施例の第1のセットでは、ワイヤレス通信のための方法が提供される。方法は
、共通タイミングソースに関連する複合タイミング遅延を識別すること、識別された複合
タイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、シンクデバイスタイミングを調節するこ
と、および調節されたシンクデバイスタイミングを使用して、ソースデバイスから複数の
シンクデバイスにストリーミングされるコンテンツの提示を同期することを含み得る。
【０００８】
　いくつかの態様では、複合タイミング遅延は、第1のタイミングソース遅延、第2のタイ
ミングソース遅延、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含み得る。第1のタイ
ミングソース遅延はマルチメディアレイヤに関連付けられ得、第2のタイミングソース遅
延はワイヤレス通信レイヤに関連付けられ得る。方法は、ワイヤレス通信レイヤを介する
ワイヤレス通信に関連する伝送リンク遅延を識別すること、コンテンツをストリーミング
するために使用される各レイヤに関連する内部インターフェースタイミング遅延を識別す
ることであって、複合タイミング遅延が、伝送リンク遅延および内部インターフェースタ
イミング遅延に少なくとも部分的に基づくこと、および複合タイミング遅延に少なくとも
部分的に基づいて、シンクデバイスのマルチメディアレイヤのタイミングを調節すること
を含み得る。伝送リンク遅延を識別することは、ソースデバイスとタイミング測定および
確認フレームを交換する少なくとも2つのラウンドを実施することを含み得る。内部イン
ターフェースタイミング遅延は、部分的にはタイミング情報にアクセスするために、マル
チメディアレイヤとワイヤレス通信レイヤとの間の通信に関する遅延に関連付けられ得る
。
【０００９】
　いくつかの態様では、第1のタイミングソース遅延はワイヤレス通信レイヤに関連付け
られ得、第2のタイミングソース遅延はマルチメディアレイヤに関連付けられ得る。方法
は、ワイヤレス通信レイヤからのタイミングインスタンスを識別すること、コンテンツを
ストリーミングするために使用される各レイヤに関連する内部インターフェースタイミン
グ遅延を識別すること、内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部分的に基づ
いて、ワイヤレス通信レイヤからのタイミングインスタンスに対応するようにマルチメデ
ィアレイヤのタイミングを調節すること、およびマルチメディアレイヤの調節されたタイ
ミングに少なくとも部分的に基づいて、ストリーミングされたコンテンツとともに受信さ
れた提示タイムスタンプを変換することによって、マルチメディアレイヤタイミングソー
スの提示時刻を決定することを含み得る。
【００１０】
　いくつかの態様では、共通タイミングソースは一般化高精度時間プロトコルに関連付け
られ得る。複数のシンクデバイスは、ピアツーピアネットワークを介してソースデバイス
に通信し得る。複数のシンクデバイスは、インフラストラクチャネットワークを介してソ
ースデバイスに通信し得る。方法は、共通タイミングソースに関連するタイミング情報を
ソースデバイスから受信することを含み得、共通タイミングソースは、複数のシンクデバ
イスにコンテンツをストリーミングするために使用される。コンテンツは、マルチメディ
アコンテンツ、オーディオコンテンツ、ビデオコンテンツ、またはそれらの組合せであり
得る。
【００１１】
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　例示的実施例の第2のセットでは、ワイヤレス通信のための装置が提供される。装置は
、プロセッサと、プロセッサと電子的に通信するメモリと、メモリ内に記憶されている命
令とを含み得る。命令は、共通タイミングソースに関連する複合タイミング遅延を識別し
、識別された複合タイミング遅延に少なくとも部分的に基づいてシンクデバイスタイミン
グを調節し、調節されたシンクデバイスタイミングを使用して、ソースデバイスから複数
のシンクデバイスにストリーミングされるコンテンツの提示を同期するようにプロセッサ
によって実行可能である。
【００１２】
　いくつかの態様では、複合タイミング遅延は、第1のタイミングソース遅延、第2のタイ
ミングソース遅延、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含み得る。第1のタイ
ミングソース遅延はマルチメディアレイヤに関連付けられ得、第2のタイミングソース遅
延はワイヤレス通信レイヤに関連付けられ得る。装置は、ワイヤレス通信レイヤを介する
ワイヤレス通信に関連する伝送リンク遅延を識別すること、コンテンツをストリーミング
するために使用される各レイヤに関連する内部インターフェースタイミング遅延を識別す
ることであって、複合タイミング遅延が、伝送リンク遅延および内部インターフェースタ
イミング遅延に少なくとも部分的に基づくこと、および複合タイミング遅延に少なくとも
部分的に基づいて、シンクデバイスのマルチメディアレイヤのタイミングを調節すること
を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を含み得る。伝送リンク遅延を識別する
ための命令は、ソースデバイスとタイミング測定および確認フレームを交換する少なくと
も2つのラウンドを実施するようにプロセッサによってさらに実行可能であり得る。
【００１３】
　いくつかの態様では、内部インターフェースタイミング遅延は、部分的にはタイミング
情報にアクセスするために、マルチメディアレイヤとワイヤレス通信レイヤとの間の通信
に関する遅延に関連付けられ得る。第1のタイミングソースはワイヤレス通信レイヤに関
連付けられ得、第2のタイミングソースはマルチメディアレイヤに関連付けられ得る。装
置は、ワイヤレス通信レイヤからのタイミングインスタンスを識別し、コンテンツをスト
リーミングするために使用される各レイヤに関連する内部インターフェースタイミング遅
延を識別し、内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、ワイ
ヤレス通信レイヤからのタイミングインスタンスに対応するようにマルチメディアレイヤ
のタイミングを調節し、マルチメディアレイヤの調節されたタイミングに少なくとも部分
的に基づいて、ストリーミングされたコンテンツとともに受信された提示タイムスタンプ
を変換することによって、マルチメディアレイヤタイミングソースの提示時刻を決定する
ようにプロセッサによって実行可能な命令を含み得る。装置は、共通タイミングソースに
関連するタイミング情報をソースデバイスから受信するようにプロセッサによって実行可
能な命令を含み得、共通タイミングソースは、複数のシンクデバイスにコンテンツをスト
リーミングするために使用される。
【００１４】
　例示的実施例の第3のセットでは、ワイヤレス通信のための方法が提供される。方法は
、複数のシンクデバイスにコンテンツをストリーミングするために使用されるソースデバ
イスに関連する共通タイミングソースに関連するタイミング情報を識別すること、複数の
シンクデバイスのうちの少なくとも1つにタイミング情報を送ること、複数のシンクデバ
イスにコンテンツをストリーミングすることであって、コンテンツの提示が、タイミング
情報に少なくとも部分的に基づいて複数のシンクデバイスと同期されることを含み得る。
【００１５】
　いくつかの態様では、タイミング情報を識別することは、マルチメディアレイヤによっ
てワイヤレス通信レイヤからタイミングインスタンスを取り込むこと、複数のシンクデバ
イスのうちの少なくとも1つに対する測定フレームのワイヤレス送信および受信の各々に
ついてマルチメディアレイヤの共通タイミングソースに対応する出発時刻および到着時刻
を決定すること、および調節された出発時刻および到着時刻を複数のシンクデバイスのう
ちの少なくとも1つに送ることを含み得る。方法は、複数のシンクデバイスのうちの少な
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くとも1つとタイミング測定フレームを交換する少なくとも2つのラウンドを実施すること
を含み得る。
【００１６】
　いくつかの態様では、出発時刻および到着時刻を決定することは、マルチメディアレイ
ヤとワイヤレス通信レイヤとの間の通信に関連する内部インターフェースタイミング遅延
を決定すること、および内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部分的に基づ
いて出発時刻および到着時刻を調節することを含み得る。
【００１７】
　いくつかの態様では、方法は、ワイヤレス通信レイヤからのタイミングインスタンスを
識別すること、コンテンツをストリーミングするために使用される各レイヤに関連する内
部インターフェースタイミング遅延を識別すること、内部インターフェースタイミング遅
延に少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレス通信レイヤからのタイミングインスタンス
に対応するようにマルチメディアレイヤのタイミングを調節すること、およびマルチメデ
ィアレイヤにおいて調節されたタイミングに対応するコンテンツペイロードについての提
示タイムスタンプを導出することを含み得る。
【００１８】
　いくつかの態様では、共通タイミングソースは、一般化高精度時間プロトコルに関連付
けられ得る。ソースデバイスは、ピアツーピアネットワークを介して複数のシンクデバイ
スに通信し得る。ソースデバイスは、インフラストラクチャネットワークを介して複数の
デバイスに通信し得る。
【００１９】
　例示的実施例の第4のセットでは、ワイヤレス通信のための装置が提供される。装置は
、プロセッサと、プロセッサと電子的に通信するメモリと、メモリ内に記憶されている命
令とを含み得る。命令は、ソースデバイスに関連する共通タイミングソースに関連するタ
イミング情報を識別することであって、共通タイミングソースが、複数のシンクデバイス
にコンテンツをストリーミングするために使用されること、複数のシンクデバイスのうち
の少なくとも1つにタイミング情報を送ること、複数のシンクデバイスにコンテンツをス
トリーミングすることであって、コンテンツの提示が、タイミング情報に少なくとも部分
的に基づいて複数のシンクデバイスと同期されることを行うようにプロセッサによって実
行可能であり得る。
【００２０】
　いくつかの態様では、タイミング情報を識別するための命令は、マルチメディアレイヤ
によってワイヤレス通信レイヤからタイミングインスタンスを取り込み、複数のシンクデ
バイスのうちの少なくとも1つに対する測定フレームのワイヤレス送信および受信の各々
についてマルチメディアレイヤの共通タイミングソースに対応する出発時刻および到着時
刻を決定し、調節された出発時刻および到着時刻を複数のシンクデバイスのうちの少なく
とも1つに送るようにプロセッサによってさらに実行可能であり得る。
【００２１】
　いくつかの態様では、装置は、複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1つとタイミ
ング測定フレームを交換する少なくとも2つのラウンドを実施するようにプロセッサによ
って実行可能な命令を含み得る。出発時刻および到着時刻を決定するための命令は、マル
チメディアレイヤとワイヤレス通信レイヤとの間の通信に関連する内部インターフェース
タイミング遅延を決定し、内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部分的に基
づいて出発時刻および到着時刻を調節するようにプロセッサによってさらに実行可能であ
り得る。
【００２２】
　上記は、以下の詳細な説明をより良く理解できるように、本開示による実施例の特徴お
よび技術的利点をかなり大まかに略述した。追加の特徴および利点が以下で説明される。
開示される概念および特定の実施例は、本開示の同じ目的を実施するための他の構造を修
正または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な構成は、添付
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の特許請求の範囲から逸脱しない。添付の図とともに考慮するとき、本明細書で開示され
る概念の特徴は、その編成と動作の方法のどちらも、関連する利点とともに、以下の説明
からより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のために与えられるものにすぎ
ず、特許請求の範囲の限定の定義として与えられるものではない。
【００２３】
　以下の図面を参照することによって、本発明の性質および利点の一層の理解が実現され
得る。添付の図では、類似の構成要素または特徴は同一の参照符号を有し得る。さらに、
同一のタイプの様々な構成要素が、参照符号に、ダッシュおよび類似の構成要素の間を区
別する第2の符号が続くことによって区別され得る。第1の参照符号だけが本明細書内で使
用される場合、説明は、第2の参照符号の如何にかかわらず、同一の第1の参照符号を有す
る類似の構成要素のいずれか1つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムのブロックダイアグラムであ
る。
【図２】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するために構成された
デバイスのブロックダイアグラムである。
【図３】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するために構成された
デバイスのブロックダイアグラムである。
【図４】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのブロックダイアグラムで
ある。
【図５】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信の態様を示すスイムレーンダイアグ
ラムである。
【図６】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための例示的測定
フレーム交換を示すダイアグラムである。
【図７】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信の態様を示すブロックダイアグラム
である。
【図８】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示す流れ図で
ある。
【図９】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示す流れ図で
ある。
【図１０】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示す流れ図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　記載の実施形態は、コンテンツストリーミングおよび提示のためのソースと複数のシン
クデバイスとの間のタイミング同期のためのシステムおよび方法を対象とする。一般には
、シンクデバイスは、ソースデバイスからタイミング情報を受信し、複合タイミング遅延
を決定し得る。複合タイミング遅延は、タイミング情報がそれに基づく共通タイミングソ
ース(たとえば、ソースおよびすべてのシンクデバイスによって共有されるタイミング基
準)に基づき得る。シンクデバイスは、タイミング遅延に基づいて、シンクデバイスのタ
イミング、たとえばマルチメディアレイヤでのタイミングを調節し、調節されたタイミン
グを使用してコンテンツの提示を同期し得る。ソースデバイスは、複数のシンクデバイス
の各々にタイミング情報を送り、各シンクデバイスについてのそれぞれのタイミング遅延
に基づいて、ソースと各シンクデバイスとの間の同期を実現し得る。ソースデバイスは、
コンテンツの提示がシンクデバイスにわたって同期されるように、シンクデバイスにコン
テンツをストリーミングし得る。
【００２６】
　以下の説明は例を与え、特許請求の範囲に記載の範囲、適用性、または例の限定ではな
い。本開示の範囲から逸脱することなく、論じられる要素の機能および構成の変更が行わ



(11) JP 2018-505576 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

れ得る。様々な例は、適宜、様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加し得る
。たとえば、記載の方法は、記載されるのとは異なる順序で実施され得、様々なステップ
が追加され、省略され、または組み合わされ得る。さらに、いくつかの例に関して説明さ
れる特徴が、別の例において組み合わされ得る。
【００２７】
　次に図1を参照すると、システム100が、ソースデバイス105および複数のシンクデバイ
ス110を含み、インフラストラクチャネットワーク(図示せず)を通じてこれらのデバイス
を接続するための1つまたは複数のアクセスポイントを含み得る。ソースデバイス105の例
には、限定はしないが、スマートフォン、セルフォン、ウェアラブルコンピューティング
デバイス、タブレット、携帯情報端末(PDA)、ラップトップ、またはリンク102(たとえば
、ワイヤード、セルラーワイヤレス、Wi-Fiなど)を介してシンクデバイス110と通信する
ことのできる任意の他のデバイスが含まれ得る。シンクデバイス110の例には、限定はし
ないが、車両内インフォテインメントデバイス、TV、コンピュータ、ラップトップ、プロ
ジェクタ、カメラ、スマートフォン、スピーカ、ワイヤレスヘッドフォン、ウェアラブル
コンピューティングデバイス、またはソースデバイス105と通信することができ、ソース
デバイス105から受信されたコンテンツを中継(たとえば、表示または再生する)ことので
きる任意の他のデバイスが含まれ得る。シンクデバイス110はデバイスの組合せであり得
る。たとえば、シンクデバイス110-cは、nが正の整数であるとして、スピーカ110-c-1か
ら110-c-nからなるマルチスピーカ構成を含み得る。いくつかの例では、ソースデバイス1
05およびシンクデバイス110の各々は、本開示の方法を実行するように構成された同期構
成要素115(たとえば、同期構成要素115-a-1および/または同期構成要素115-a-2)を含み得
る。いくつかの例では、同期構成要素115は、図2～図4を参照しながら説明される同期構
成要素215の一例であり得る。
【００２８】
　ソースデバイス105は、リンク102を介してシンクデバイス110に接続され得る。図1に示
されるリンク102は、いくつかの実施形態ではワイヤードまたはワイヤレスリンクであり
得る。ワイヤレスピアツーピア接続を介して接続される、ソースデバイス105とシンクデ
バイス110との間の通信は、シンクデバイス110においてソースデバイス105のコンテンツ
をリモートにレンダリングするように構成され得る。ワイヤレスリモートディスプレイに
は、限定はしないが、Wi-Fi AllianceからのMiracast(登録商標)としても知られるWi-Fi 
Display仕様、Discovery and Launch(DIAL)、Digital Living Network Alliance(登録商
標)(DLNA(登録商標))、Airplay、WirelessHD、Wireless Home Digital Interface(WHDI)
、IntelのWireless Display(Wi-Di)技術、およびUltra-wideband(UWB)接続が含まれる。
図1に示されるワイヤレスネットワーキングアーキテクチャを用いて以下の技法が説明さ
れるが、記載の技法は、任意の適切なワイヤードまたはワイヤレス通信技術に適用可能で
ある。システム100は、ピアツーピア接続を介してシンクデバイス110に接続されたソース
デバイス105を示すが、本開示はピアツーピア接続に限定されないことを理解されたい。
追加または代替として、ソースデバイス105は、インフラストラクチャワイヤレス接続を
介してシンクデバイス110に接続され得、各デバイスはアクセスポイント(図示せず)を介
して通信する。
【００２９】
　いくつかの例では、ソースデバイス105とシンクデバイス110との間のリンク102は2方向
性であり得る。一構成では、ソースデバイス105とシンクデバイス110との間の接続は、シ
ンクデバイス110を介してソースデバイス105上に記憶されたアプリケーションをユーザが
立ち上げることも可能にし得る。たとえば、シンクデバイス110は様々な入力制御(たとえ
ば、マウス、キーボード、ノブ、キー、ユーザインターフェースボタン)を含み得る。こ
れらの制御は、ソースからのオーディオ/ビデオストリーミング中にソースデバイス105上
に記憶されたメディアアプリケーションを通じて初期化および対話するために、シンクデ
バイス110において使用され得る。
【００３０】
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　一実施形態では、ソースデバイス105は、Wi-Fiディスプレイ接続を介してシンクデバイ
ス110に接続され得る。Miracastとして知られ得るWi-Fiディスプレイプロトコルは、ポー
タブルデバイスまたはコンピュータがワイヤレスに互換ディスプレイにメディアコンテン
ツ(たとえば、ビデオ、オーディオ、イメージなど)を送信することを可能にする。Wi-Fi
ディスプレイプロトコルは、リンク102を介する圧縮規格または高精細度ビデオ/オーディ
オの配信を可能にする。Wi-Fiディスプレイプロトコルはまた、ユーザがあるデバイスか
ら別のデバイスのディスプレイ上にディスプレイをエコーすることを可能にし得る。Wi-F
iディスプレイプロトコルはまた、各スピーカがシンクデバイス110として働くことになる
複数のスピーカシステム(たとえば、5.1、7.1など)にユーザが高精細度オーディオコンテ
ンツをストリーミングすることを可能にし得る。リンク102は、直接的ワイヤレスリンク(
たとえば、ピアツーピアリンク)、またはWi-Fiアクセスポイント(図示せず)を通じた間接
的ワイヤレスリンクであり得る。直接的ワイヤレスリンクの例には、Wi-Fi Direct接続、
およびWi-Fi Tunneled Direct Link Setup(TDLS)リンクを使用することによって確立され
る接続が含まれる。
【００３１】
　本開示によれば、システム100は、共通クロックソース、たとえば共通タイミングソー
スと位置合せするようにソースデバイス105および各シンクデバイスを構成することによ
って、同期ストリーミングをサポートし得る。いくつかの例では、ソースデバイス105は
、マルチメディアレイヤがワイヤレス通信レイヤのタイミングにアクセスし、Wi-Fiタイ
ミングを相関させ、コンテンツペイロードの提示時刻を導出するように構成され得る。い
くつかの態様では、マルチメディアレイヤとWi-Fiサブシステムとの間のインターフェー
ス内の不確定性/ジッタを低減するために、マルチメディアレイヤ内のクロックソースが
、Wi-Fiサブシステムの実際のローカルタイミングを推定することによって同期され得る
。この説明は、Wi-Fiレイヤタイミング測定を使用するとき、ソースデバイス105およびシ
ンクデバイス110内の異なるサブシステムのタイミングソース間のドリフトを適応的に調
節することを可能にし得る。定期的な間隔でのWi-Fiサブシステムのタイミングソースの
アクセス、およびコンテンツについての同期された提示タイミングを提供するためにそれ
を使用することも説明される。
【００３２】
　いくつかの態様では、本開示は、Wi-Fiレイヤからのタイミング測定、またはマルチメ
ディアスタックまたはレイヤでのタイミング同期フレームワーク(TSF)などの同期された
タイミング基準を使用し得る。そのような低レイヤ技法は、コンテンツストリーミングお
よび提示についての厳格な同期規格を満たすために、Wi-Fiシステムについて最高の同期
精度を実現し得る。システム100は、Wi-Fiシステムとメディアペイロードを処理する他の
プロセッササブシステムとの間のインターフェース内の遅延およびジッタが考慮され、タ
イミング同期において補償されるように構成され得る。
【００３３】
　したがって、本開示によれば、ソースデバイス105およびシンクデバイス110はそれぞれ
、マルチメディアレイヤからWi-Fiサブシステムの現在時刻のスナップショットにアクセ
スし得る。たとえば、マルチメディアレイヤは、周期的にWi-FiファームウェアからのWi-
Fiクロックソースを使用して増分されるTSFレジスタまたは他のタイミングカウンタもし
くはレジスタにアクセスし、たとえば、Wi-Fi時刻を含むベンダ情報要素を含むメディア
アクセス制御(MAC)サブレイヤ管理エンティティ(MLME)タイミング測定交換を使用し得る
。ソースデバイス105およびシンクデバイス110は、MLMEプリミティブを使用して、タイミ
ング測定/確認フレーム交換の2つのラウンドを含み得るタイミング測定フレーム交換を開
始し得る。Wi-Fiリンク遅延およびクロックオフセットを測定するための基本タイミング
測定手順は、IEEE802.11-2012およびIEEE802.1AS規格によって提供される。ソースデバイ
ス105は、測定フレームが送信され、対応する確認フレームがアンテナポートにおいて受
信される瞬間に対応する時刻を追跡し、このタイミング情報を第2のラウンドでのタイミ
ング測定フレーム内でシンクデバイス110にレポートし得る。本開示では、802.11-2012/8
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02.1ASに基づく基本タイミング測定フレームワークが、デバイス内の複数のサブシステム
インターフェースを補償するように拡張され、したがって、上位レイヤインターフェース
とワイヤレス送信レイヤとの間のジッタ/不確定性をなくすことによって、マルチメディ
アレイヤクロックソースが、同期されたタイミング基準のために使用され得る。ソースデ
バイス105は、そのワイヤレス通信レイヤからマルチメディアレイヤによって提供される
アンテナポートを参照して送信および受信時刻にアクセスし、タイミングをマルチメディ
アレイヤタイミングユニットに変換し得、マルチメディアレイヤタイミングユニットは、
ローカルに調節された共通タイミングソースを維持するためにデバイスが決定することの
できる任意のインターフェース遅延を補償することをも含む。ローカルに調節されたタイ
ミングソースは、Wi-Fiレイヤタイミングならびにマルチメディアレイヤクロックソース
、たとえばMPEGトランスポートシステムによって使用されるプログラム基準クロック(PCR
)に基づいて変換され得る。
【００３４】
　シンクデバイス110は、そのワイヤレス通信レイヤからマルチメディアレイヤによって
提供されるアンテナポートを参照して、対応する受信および送信時刻を取り込み、それら
の時刻をマルチメディアレイヤタイミングユニットに変換し得、マルチメディアレイヤタ
イミングユニットは、ローカルに調節された共通タイミングソースを維持するためにデバ
イスが決定することのできる任意のインターフェース遅延を補償することをも含む。同様
に、シンクデバイス110でのローカルに調節されたタイミングソースは、マルチメディア
レイヤクロックソース、たとえばPCRを使用することによって、Wi-Fiレイヤタイミングの
知識に基づいて変換され得る。さらに、シンクデバイス110は、測定フレーム交換に基づ
いて伝送リンク遅延を決定し、それに応じてマルチメディアレイヤ内のそのローカルタイ
ミングソースを調節し得る。本開示で説明する方法では、マルチメディアレイヤがWi-Fi
レイヤタイミングをローカルに追跡し、それを使用して受信および送信時刻を正確に決定
することができるので、非常に高精度の遅延推定が可能である。これは、オペレーティン
グシステム(OS)スケジューリング、複数の処理システム間の複数のスレッドまたはリソー
ス問題などのための、ソフトウェア関数呼出しを通じたタイミング情報の交換のために、
ワイヤレスレイヤとマルチメディアレイヤとの間のインターフェース内の任意の潜在的な
誤りおよびタイミングジッタを分離することを可能にする。たとえば、シンクデバイス11
0は、測定フレーム交換を使用して、伝送リンク遅延、ピアレート比(クロックドリフトレ
ート)、およびソースデバイスのマルチメディアレイヤ基準タイミングに関するタイミン
グオフセットを計算し得る。
【００３５】
　本開示の他の態様によれば、ソースデバイス105およびシンクデバイス110は、Wi-Fiサ
ブシステムクロックを1次クロックソース(たとえば、共通タイミングソース)として使用
し、共通クロックソースと同一の基準を使用するWi-Fiサブシステムタイミングに基づい
てマルチメディアペイロードの提示時刻スタンピングを使用し得る。たとえば、ソースデ
バイス105は、オーディオ/ビデオデータについての所望の提示時刻を、packetized eleme
ntary stream(PES)ペイロードの第1のリアルタイムトランスポートプロトコル(RTP)パケ
ットのタイムスタンプとして含み得る。受信側(たとえば、各シンクデバイス110)では、R
TPプロトコルはタイミング情報をマルチメディアレイヤに渡し得、マルチメディアサブシ
ステムは、提示タイムスタンプ(PTS)を導出し、またはRTPタイムスタンプに基づいてPTS
を調節し得る。
【００３６】
　したがって、ソースデバイス105およびシンクデバイス110は、共通タイミングソースに
関連するタイミング情報を交換し得、タイミング情報は、Wi-Fiサブシステムタイミング
に関連付けられ得る。Wi-Fiサブシステムタイミング情報に基づいて、いくつかの態様で
は、伝送リンク遅延、内部インターフェース遅延などが、ソースデバイス105から複数の
シンクデバイス110にストリーミングされるコンテンツの同期された提示を実現する。コ
ンテンツは、マルチメディアコンテンツ、オーディオコンテンツ、ビデオコンテンツなど
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であり得る。
【００３７】
　図2は、本開示の様々な態様による、同期コンテンツストリーミングサービスのために
構成されたワイヤレスデバイス205のブロックダイアグラム200を示す。ワイヤレスデバイ
ス205は、図1を参照しながら説明したソースデバイス105および/またはシンクデバイス11
0の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス205は、受信機210、同期構成要素215、ま
たは送信機220を含み得る。ワイヤレスデバイス205はまた、プロセッサをも含み得る。こ
れらの構成要素の各々は互いに通信し得る。
【００３８】
　ワイヤレスデバイス205の構成要素は、ハードウェア内の適用可能な機能のうちのいく
つかまたはすべてを実施するように適合された少なくとも1つの特定用途向け集積回路(AS
IC)とともに、個々に、または集合的に実装され得る。あるいは、機能は、少なくとも1つ
のIC上の1つまたは複数の他の処理装置(またはコア)によって実施され得る。別の実施形
態では、当技術分野で周知の任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路(
たとえば、構造化/プラットフォームASIC、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA
)、または別のセミカスタムIC)が使用され得る。各ユニットの機能は、全体的または部分
的に、1つまたは複数の一般のプロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行さ
れるようにフォーマットされた、メモリ内に実施された命令でも実装され得る。
【００３９】
　受信機210は、通信リンク202を介して、パケット、ユーザデータ、様々な情報チャネル
(たとえば、制御チャネル、データチャネル、および同期コンテンツストリーミングサー
ビスに関する情報など)に関連する制御情報などの情報を受信し得る。情報は、リンク204
を介して同期構成要素215に渡され得、ワイヤレスデバイス205の他の構成要素に渡され得
る。
【００４０】
　同期構成要素215は、コンテンツの同期ストリーミングに関する様々な側面を監視し、
管理し、あるいは制御し得る。たとえば、ワイヤレスデバイス205がソース(たとえば、ソ
ースデバイス105)として利用されるとき、同期構成要素215は、複数のシンクデバイスに
コンテンツをストリーミングするために使用されるソースデバイスの共通タイミングソー
スに関連するタイミング情報を識別し、タイミング情報を複数のシンクデバイスのうちの
少なくとも1つに送り、コンテンツを複数のシンクデバイスにストリーミングし得る。コ
ンテンツの提示は、タイミング情報に少なくとも部分的に基づいて、複数のシンクデバイ
スと同期され得る。
【００４１】
　別の例では、ワイヤレスデバイス205がシンク(たとえば、シンクデバイス110)として利
用されるとき、同期構成要素215は、共通タイミングソースに関連する複合タイミング遅
延を識別し、識別された複合タイミング遅延に少なくとも部分的に基づいてシンクデバイ
スタイミングを調節し、調節されたシンクデバイスタイミングを使用して、ソースデバイ
スから複数のシンクデバイスにストリーミングされるコンテンツの提示を同期し得る。
【００４２】
　送信機220は、リンク206を介して同期構成要素215から情報を受信し、ワイヤレスデバ
イス205の他の構成要素から受信された信号208を送信し得る。いくつかの実施形態では、
送信機220は、トランシーバ内の受信機210とともに配置され得る。送信機220は単一のア
ンテナを含み得、または複数のアンテナを含み得る。
【００４３】
　図3は、本開示の様々な態様による、同期コンテンツストリーミングサービスのために
構成されたワイヤレスデバイス205-aのブロックダイアグラム300を示す。ワイヤレスデバ
イス205-aは、図1～図2を参照しながら説明したワイヤレスデバイス205、ソースデバイス
105、またはシンクデバイス110の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス205-aは、
受信機210-a、同期構成要素215-a、または送信機220-aを含み得る。ワイヤレスデバイス2
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05-aはまた、プロセッサをも含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信し得る。受
信機210-aおよび送信機220-aは、それぞれ図2の受信機210および送信機220の例であり得
、類似の機能を実施し得る。同期構成要素215-aはまた、タイミング情報構成要素305、コ
ンテンツ同期構成要素310、およびコンテンツストリーミング構成要素315をも含み得る。
【００４４】
　タイミング情報構成要素305は、同期コンテンツストリーミングについてのタイミング
情報の側面を監視し、管理し、あるいは制御し得る。一般に、タイミング情報構成要素30
5は、ソースデバイスから複数のシンクデバイスにコンテンツをストリーミングすること
に関連する共通タイミングソースに関連するタイミング情報を管理し得る。共通タイミン
グソースは、マルチメディアサブシステムまたはレイヤと呼ばれるマルチメディアを処理
するレイヤのタイミング、またはWi-Fiサブシステムタイミング、あるいはそれらの組合
せを含み、あるいはそれに関係付けられ得る。
【００４５】
　ワイヤレスデバイス205-aがソースデバイスとして利用される一例では、タイミング情
報構成要素305は、共通タイミングソースに関連するタイミング情報を識別し得る。タイ
ミング情報構成要素305は、送信機220-aと協働して、シンクデバイスにタイミング情報を
送り得る。いくつかの態様では、タイミング情報構成要素305は、マルチメディアレイヤ
によってWi-Fiレイヤからタイミングインスタンスを取り込むことによって、タイミング
情報を識別し得る。タイミング情報構成要素305は、少なくとも1つのシンクデバイスに対
する測定フレームのワイヤレス送信および受信の各々についてマルチメディアレイヤの共
通タイミングソースに対応する出発時刻および到着時刻を決定し得る。タイミング情報構
成要素305は、送信機220-aと協働して、マルチメディアレイヤのタイミングソースに対応
する、調節された出発時刻および到着時刻をシンクデバイスに送り得る。タイミング情報
構成要素305は、マルチメディアレイヤとWi-Fiレイヤとの間の通信に関連する内部インタ
ーフェースタイミング遅延を決定することによって出発時刻および到着時刻を決定し、Wi
-Fi時刻をマルチメディアレイヤのタイミングソースに変換する間に、内部インターフェ
ース遅延を補償するように出発時刻および到着時刻を調節し得る。いくつかの態様では、
タイミング測定フレームの2つのラウンドが、シンクデバイスと交換され得る。いくつか
の例では、共通タイミングソースが、IEEE802.1AS規格に基づく一般化精度タイミングプ
ロトコル(gPTP)に関連付けられ得る。
【００４６】
　ワイヤレスデバイス205-aがシンクデバイスとして利用される別の例では、タイミング
情報構成要素305は、受信機210-aと協働して、ソースデバイスからタイミング情報を受信
し得る。タイミング情報構成要素305は、いくつかの態様では第1のタイミングソース遅延
、第2のタイミングソース遅延、またはそれらの組合せを含み得る複合タイミング遅延を
識別し得る。いくつかの例では、第1のタイミングソース遅延はマルチメディアレイヤに
関連付けられ得、第2のタイミングソース遅延はWi-Fi通信レイヤに関連付けられ得る。し
たがって、タイミング情報構成要素305は、Wi-Fiレイヤを介してワイヤレス通信に関連す
る伝送リンク遅延を識別し得る。タイミング情報構成要素305は、たとえばコンテンツを
ストリーミングするために各レイヤが使用される、Wi-Fiレイヤとマルチメディアレイヤ
との間の通信に関連する内部インターフェースリンク遅延を識別し得る。タイミング情報
構成要素305は、伝送リンク遅延、内部インターフェースリンク遅延、またはそれらの組
合せに基づいて複合タイミング遅延を決定し得る。タイミング情報構成要素305は、複合
タイミング遅延に基づいてシンクデバイスのタイミングを調節し得る。
【００４７】
　いくつかの態様では、伝送リンク遅延は、ソースデバイスとタイミング測定および確認
フレームを交換する少なくとも2つのラウンドを実施することによって決定され得る。内
部インターフェースリンク遅延は、いくつかの例では、部分的には、たとえば、Wi-Fiレ
イヤからのタイミング情報にアクセスするマルチメディアレイヤ、およびタイミング情報
をレポートするWi-Fiレイヤから、タイミング情報にアクセスするために、マルチメディ
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アレイヤとWi-Fiレイヤとの間の通信についての遅延に関連付けられ得る。
【００４８】
　いくつかの例では、第1のタイミングソースはWi-Fiレイヤに関連付けられ得、第2のタ
イミングソースはマルチメディアレイヤに関連付けられ得る。タイミング情報構成要素30
5は、マルチメディアレイヤによってWi-Fiレイヤからのタイミングインスタンスを識別し
得る。タイミング情報構成要素305は、コンテンツをストリーミングするために使用され
る各レイヤ、たとえばWi-Fiおよびマルチメディアレイヤに関連する内部インターフェー
スリンクまたはタイミング遅延を識別し、内部インターフェースリンク遅延に部分的に基
づく、あるいは内部インターフェースリンク遅延を補償するように調節されたWi-Fiレイ
ヤからのタイミングインスタンスに対応するようにマルチメディアレイヤのタイミングを
調節し得る。
【００４９】
　コンテンツ同期構成要素310は、ワイヤレスデバイス205-aについてのコンテンツ同期の
側面を監視し、管理し、あるいは制御し得る。いくつかの態様では、コンテンツ同期は、
ソースデバイスから複数のシンクデバイスにストリーミングされるコンテンツペイロード
内に含まれる提示タイミング情報を含み得る。
【００５０】
　ワイヤレスデバイス205-aがソースデバイスとして利用される一例として、コンテンツ
同期構成要素310は、単独で、またはワイヤレスデバイス205-aの他の構成要素と組み合わ
せて、複数のシンクデバイスにストリーミングされるコンテンツのペイロード内に提示タ
イムスタンプ(PTS)を埋め込み得る。たとえば、コンテンツ同期構成要素310は、Wi-Fiレ
イヤから変換されたタイミングユニットを含むマルチメディアレイヤ内のローカルに調節
されたタイマと通信し、提示のためのコンテンツを決定し、タイムスタンプする。MPEG2-
TSを使用するオーディオストリーミングについての非限定的な一例では、各オーディオPE
S内のPTSが使用され得る。
【００５１】
　ワイヤレスデバイス205-aがシンクデバイスとして利用される別の例では、コンテンツ
同期構成要素310は、単独で、またはワイヤレスデバイス205-aの他の構成要素と組み合わ
せて、ストリーミングされたコンテンツからPTSを取り出し、タイムスタンプを使用して
提示タイミングを決定し得る。
【００５２】
　コンテンツストリーミング構成要素315は、ソースデバイスから複数のシンクデバイス
にコンテンツをストリーミングする1つまたは複数の側面を監視し、管理し、あるいは制
御し得る。たとえば、ワイヤレスデバイス205-aがソースデバイスとして使用されるとき
、コンテンツストリーミング構成要素315は、送信機220-aと協働して、複数のシンクデバ
イスにコンテンツを送信し得る。ワイヤレスデバイス205-aがシンクデバイスとして使用
される別の例では、コンテンツストリーミング構成要素315は、受信機210-aと協働して、
マルチメディアペイロードを含む1つまたは複数のフレームをソースデバイスから受信し
得る。
【００５３】
　図4は、本開示の様々な態様による、同期マルチメディアストリーミングサービスのた
めに構成されたワイヤレスデバイス205-bを含むシステム400のダイアグラムを示す。シス
テム400はワイヤレスデバイス205-bを含み得、ワイヤレスデバイス205-bは、図1～図3を
参照しながら上記で説明したワイヤレスデバイス205、ソースデバイス105、および/また
はシンクデバイス110の一例であり得る。ワイヤレスデバイス205-bは同期構成要素215-c
を含み得、同期構成要素215-cは、図2～図3を参照しながら説明した同期構成要素215の一
例であり得る。ワイヤレスデバイス205-bはまた、通信を送信するための構成要素と通信
を受信するための構成要素とを含む2方向音声およびデータ通信のための構成要素をも含
み得る。
【００５４】
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　ワイヤレスデバイス205-bはまた、プロセッサ405、メモリ415(ソフトウェア(SW)420を
含む)、トランシーバ435、および1つまたは複数のアンテナ440をも含み得、その各々は、
(たとえば、バス445を介して)互いに直接的または間接的に通信し得る。トランシーバ435
は、前述のように、アンテナ440またはワイヤードもしくはワイヤレスリンクを介して、1
つまたは複数のネットワークと2方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ435は、アク
セスポイント450またはワイヤレスデバイス455と2方向に通信し得、アクセスポイント450
またはワイヤレスデバイス455はソースデバイスおよび/またはシンクデバイスの例であり
得る。トランシーバ435は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のためにアン
テナ440に供給し、アンテナ440から受信されたパケットを復調するためのモデムを含み得
る。ワイヤレスデバイス205-bは単一のアンテナ440を含み得るが、ワイヤレスデバイス20
5-bは、複数のワイヤレス伝送を同時に送信または受信することのできる複数のアンテナ4
40をも有し得る。
【００５５】
　メモリ415は、ランダムアクセスメモリ(RAM)および読取り専用メモリ(ROM)を含み得る
。メモリ415は、実行されるとき、本明細書に記載の様々な機能(たとえば、ソースデバイ
スから複数のシンクデバイスにストリーミングされるコンテンツの提示の同期など)をプ
ロセッサ405に実施させる命令を含む、コンピュータ可読な、コンピュータ実行可能ソフ
トウェア/ファームウェアコード420を記憶し得る。あるいは、ソフトウェア/ファームウ
ェアコード420は、プロセッサ405によって直接的に実行可能ではなく、(たとえば、コン
パイルされ、実行されるとき)本明細書に記載の機能をコンピュータに実施させ得る。プ
ロセッサ405は、インテリジェントハードウェアデバイス(たとえば、中央演算処理装置(C
PU)、マイクロコントローラ、ASICなど)を含み得る。
【００５６】
　図5は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のためのプロセスフロー500の一例
を示す。プロセスフロー500はソースデバイス105-aを含み得、ソースデバイス105-aは、
図1を参照しながら説明したソースデバイス105の一例であり得る。プロセスフロー500は
また、シンクデバイス110-eをも含み得、シンクデバイス110-eは、図1を参照しながら上
記で説明したシンクデバイス110の一例であり得る。ソースデバイス105-aおよび/または
シンクデバイス110-eはまた、図2～図4を参照しながら説明したワイヤレスデバイス205の
例でもあり得る。単一のシンクデバイス110-eを参照しながら説明するが、プロセスフロ
ー500のステップは、複数のシンクデバイス110とともに使用され得る。
【００５７】
　たとえば、いくつかのケースでは、ソースデバイス105は、一定程度の同期を必要とす
るコンテンツをシンクデバイス110にストリーミングすることを望み得る。たとえば、シ
ンクデバイス110は複数のスピーカを含み得、各スピーカ(シンクデバイス110)は、聴取者
がコンテンツをその所期の形態およびタイミングで知覚することを保証するように、事前
定義されたウィンドウ内のコンテンツの一定の部分を提示する役目を果たす。シンクデバ
イス110が複数のディスプレイデバイスである別の例では、閲覧者が遅延、フリッカなど
を伴わずにコンテンツを見るように、ストリーミングされるコンテンツが同期され得る。
したがって、ソースデバイス105およびシンクデバイス110は、コンテンツを同期するため
に下位レイヤタイミングソース、たとえばWi-Fiレイヤを共通タイミングソースとして使
用し、シンクデバイス110側のいくつかの態様では、伝送リンク信号の遅延を補償し、提
示精度をさらに改善し得る。したがって、ソースデバイス105およびシンクデバイス110は
、伝送リンク遅延、ならびに各デバイスについての内部処理サブシステム、レイヤ、スタ
ックなどに関連する(ソースデバイス105およびシンクデバイス110での)遅延を含むタイミ
ング遅延を識別し、補償し得る。複合タイミング遅延は、高い同期度で複数のシンクデバ
イスにわたるコンテンツの提示を実現し得る。
【００５８】
　ステップ505において、ソースデバイス105-aは、複数のシンクデバイス110にコンテン
ツをストリーミングするために使用される共通タイミングソースに関連するタイミング情
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報を識別し得る。いくつかの例では、タイミング情報は、タイミング測定フレーム交換に
ついての出発時刻および到着時刻に関連する情報であり得、またはそれを含み得、時刻は
、共通タイミングソースに基づき、あるいは共通タイミングソースに相関し得る。共通タ
イミングソースは、ソースデバイス105-aおよびシンクデバイス110-eによって共有される
共通タイミング基準を指し得る。510において、ソースデバイス105-aは、シンクデバイス
110-eにタイミング情報を送り得る。一例では、ソースデバイス105-aは、タイミング測定
フレーム交換の第2のラウンドの間にタイミング情報を送り得る。
【００５９】
　515において、シンクデバイス110-eはタイミング情報を受信し、複合タイミング遅延を
決定し得る。複合タイミング遅延は、伝送リンク遅延、内部インターフェースリンク遅延
、またはそれらの組合せに関連付けられ得る。たとえば、シンクデバイス110-eは、Wi-Fi
レイヤとマルチメディアレイヤとの間でタイミング情報を通信する際の遅延、ならびにソ
ースデバイス105-aからシンクデバイス110-eに、およびその逆にタイミング情報、たとえ
ばタイミング測定フレームを送信する際の伝播遅延を補償することによって、複合タイミ
ング遅延を決定し得る。したがって、シンクデバイスは、共通タイミングソースをローカ
ルに調節し、複合タイミング遅延の効果を補償し、したがってなくす。
【００６０】
　520において、シンクデバイス110-eは、タイミング情報および複合タイミング遅延に基
づいてそのタイミングを調節し得る。たとえば、シンクデバイス110-eのマルチメディア
レイヤは、Wi-Fiレイヤクロックの時間インスタンスまたはスナップショットにアクセス
し、マルチメディアレイヤクロックに従ってタイミング情報をタイミングユニットに相関
させる。シンクデバイス110-eは、ローカル調節後タイミングクロックを調節し、タイミ
ング遅延を補償し、コンテンツ提示の同期を保証し得る。525において、ソースデバイス1
05-aは、530においてシンクデバイス110-eにコンテンツをストリーミングし得る。535に
おいて、シンクデバイス110-eは、同期式に、共通クロックソースに従ってコンテンツを
提示し得る。一例では、シンクデバイス110-eは、コンテンツからPTSを読み取り、ソース
デバイス105-aのクロックに関する推定リンク遅延に対応するそのクロックのタイミング
オフセットを調節されたそのローカルに調節された時間クロックに従って、PTSに基づい
てコンテンツを提示し得る。
【００６１】
　図6は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のためのタイミングフロー600の一
例を示す。タイミングフロー600はソースデバイス105-bを含み得、ソースデバイス105-b
は、図1を参照しながら説明したソースデバイス105の一例であり得る。タイミングフロー
600はまた、シンクデバイス110-fをも含み、シンクデバイス110-fは、図1を参照しながら
上記で説明したシンクデバイス110の一例であり得る。ソースデバイス105-bおよび/また
はシンクデバイス110-fはまた、図2～図4を参照しながら説明したワイヤレスデバイス205
の例でもあり得る。単一のシンクデバイス110-fを参照しながら説明するが、タイミング
フロー600のステップは、複数のシンクデバイス110とともに使用され得る。
【００６２】
　ソースデバイス105-bは、マルチメディア(MM)時刻およびローカルに調節された時刻を
含むマルチメディアサブシステムまたはレイヤを含み得る。ソースデバイス105-bはまた
、Wi-Fi時刻を含むワイヤレス通信サブシステムまたはレイヤと、ワイヤレス送信および
受信のためのアンテナをも含み得、アンテナは、すべてのシンクデバイスによってリンク
遅延を測定するための基準点として使用される。同様に、シンクデバイス110-fは、それ
自体のマルチメディア時刻およびローカルに調節された時刻を有するマルチメディアレイ
ヤと、それ自体のWi-Fi時刻を有するワイヤレス通信レイヤと、ワイヤレス送信および受
信のためのアンテナとを含み得、アンテナは、ソースデバイスに対するリンク遅延を測定
するための基準点として使用される。
【００６３】
　一般に、タイミングフロー600は、タイミング測定のための測定フレームのタイムスタ
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ンピングと、コンテンツペイロードタイムスタンピングの両方のために、マルチメディア
レイヤ内のローカルに調節されたクロックを使用し得る。さらに、タイミングフロー600
は、マルチメディアレイヤとWi-Fiレイヤインターフェースとの間でタイミング情報を共
有することに一般に関連するジッタまたは他の問題を除去するために使用され得る。いく
つかの例では、メディアクロック(たとえば、オーディオまたはビデオクロック)またはMP
EG2-TSクロック(PCR)が、タイミングフロー600に従って共通タイミングソースとして使用
され得る。
【００６４】
　602/604において、ソースデバイス105-bでは、マルチメディアレイヤが、Wi-Fi時刻で
の現在時刻のスナップショットにアクセスし、ソースデバイス105-bのローカルに調節さ
れたクロックを導出するためにこの情報を記憶し得る。同様に、606/608において、シン
クデバイス110-fでは、マルチメディアレイヤは、Wi-Fi時刻での現在時刻のスナップショ
ットにアクセスし、シンクデバイス110-fのローカルに調節されたクロックを導出するた
めにこの情報を記憶し得る。たとえば、マルチメディアレイヤは、アクセスについて顕著
な遅延またはジッタなしに(たとえば、2マイクロ秒以下のアクセス遅延)、周期的にWi-Fi
ファームウェアからのWi-Fiクロックソースを使用して増分されるTSFレジスタまたは任意
の他のタイミングカウンタもしくはレジスタにアクセスし得る。Wi-Fi時刻を含むベンダI
Eを含み得るタイミング測定のための第1の交換において、Wi-Fi時刻にアクセスするため
に任意のプロプライエタリプリミティブまたはコマンド、たとえばMLME-TIMINGMSMT.conf
irmおよび/またはMLME-TIMINGMSMT.indicationプリミティブが使用され得、またはタイミ
ングカウンタのレジスタ読取りが、Wi-Fiファームウェアによってそのホストドライバに
提供される。たとえば、IEEE802.11-2012規格によって指定されるMLME-GETTSFTIME.reque
st/.confirmサービスプリミティブも使用され得る。
【００６５】
　610において、ソースデバイス105-b(開始デバイス)は、タイミング測定フレーム交換手
順を開始し得、タイミング測定フレーム交換手順は、タイミング測定フレームを生成する
役目を果たすWi-FiレイヤMACにタイミングを供給するためにローカルに調節されたクロッ
クを使用し得るタイミング測定エンティティ(たとえば、802.1ASソフトウェア)から要求
メッセージを送ることを含む。一般に、ソースデバイス105-bは、MLMEプリミティブを使
用してタイミング測定フレーム交換を開始し得、タイミングフロー600に示されるように
、タイミング測定(TM)および確認(ACK)交換の2つのラウンドを完了し得る。したがって61
0において、ソースデバイス105-bのローカルに調節されたクロックは、ローカルに調節さ
れたクロックのタイミングを含むベンダ情報要素を含むMLME-TIMINGMSMT.requestプリミ
ティブを送り得る。
【００６６】
　ソースデバイス105-bは、タイミング測定フレームがアンテナポートにおいて送信また
は受信される瞬間に対応するその時刻を追跡し得、TMフレームについてのこれらの時刻値
を提供する。非限定的な一例として、時刻t0でのWi-Fiクロック時刻はThw(t0)であり得、
マルチメディアレイヤでの対応する時刻はTmm(t0)であり得る。Wi-Fi時刻がアクセスされ
るとき、ローカルに調節された時間クロックは、これらの値を記録および記憶し得、任意
の他のタイミング時点tnについて、ローカルに調節された時間クロックは、それ自体のク
ロックを使用して時間差を変換することによってWi-Fi時刻をThw(tn)=Thw(t0)+[Tmm(tn)-
Tmm(t0)]として推定し得る。
【００６７】
　第1のタイミング測定交換は、Wi-FiレイヤMACが、信号612がアンテナポートを出るのに
かかる時間オフセットをその現クロック時刻に追加することによって測定フレームの実際
の出発時刻を測定し、614においてT1に対応するこの時刻を記録することを含み得る。TM
フレームは、時刻T2にシンクデバイス110-fのアンテナポートにワイヤレス通信され、ア
ンテナポートにおいて受信され得、T2は、シンクデバイス110-fのローカルに調節された
クロックによって記録され得る。アンテナにおいて受信されたフレームはWi-FiレイヤMAC
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によって処理され、そのアンテナポートでのフレームへの到着以降の周知の処理を補償す
ることによって616での到着時間が測定される。次いで、シンクデバイス110-fは、620に
おいてACK信号で応答し得る。ACKフレームがシンクデバイス110-fのアンテナポートを出
る瞬間が、622に対応するT3として取り込まれ得る。624において、Wi-Fiレイヤは、マル
チメディアレイヤ内のタイミング測定エンティティにMLME-TIMINGMSMT.indicationを通信
し、Wi-Fiタイミングドメインを参照してT2およびT3タイミングを提供し得る。次いで、
マルチメディアレイヤ内のタイミング測定エンティティは、ローカルに調節されたクロッ
クを使用して、インターフェース遅延、ならびにソースデバイスのマルチメディアクロッ
クに関する推定リンク遅延についてのクロックオフセットを除去することを含むマルチメ
ディアクロック基準を参照して、T2およびT3タイミング情報を変換する。
【００６８】
　ACKフレームがソースデバイス105-bのアンテナポートにおいて受信される時刻がT4とし
て取り込まれ、628において記録され得る。626において、ACKフレーム情報は、Wi-Fiレイ
ヤに通信され得、Wi-Fiレイヤは、マルチメディアレイヤ内のタイミング測定エンティテ
ィにMLME-TIMINGMSMT.confirmメッセージを搬送し、Wi-Fiタイミングドメインを参照して
T4タイミングを提供し得る。次いで、630において、マルチメディアレイヤ内のタイミン
グ測定エンティティは、ソースデバイス105-bのローカルに調節されたクロックを使用す
る。タイミングフロー600に示されるように、Wi-Fiレイヤとマルチメディアレイヤとの間
のタイミング情報を通信することに関連する時刻も測定され、記録され得る。
【００６９】
　タイミング測定エンティティが別のMLME-TIMINGMSMT.requestを、とりわけT1およびT4
を含むWi-Fiレイヤに送ることによって交換を開始するとき、第2のタイミング測定交換は
、632において開始し得る。634において、Wi-FiレイヤはTMフレームを送信し得る。636に
おいて、TMフレームは、シンクデバイス110-fのアンテナポートにおいて受信され、Wi-Fi
レイヤに搬送され得る。638において、Wi-FiレイヤはACKフレームで応答し得、ACKフレー
ムは、ソースデバイス105-bにワイヤレスに搬送される。640において、Wi-Fiレイヤは、
シンクデバイス110-fのマルチメディアレイヤ内のタイミング測定エンティティに、T1～T
4タイミング測定に関連する情報を含む別のMLME-TIMINGMSMT.indicationメッセージを送
る。648において、シンクデバイス110-fは、T1～T4タイミング測定をローカルに調節され
たクロックユニットに変換し、ソースデバイスに対するワイヤレス通信リンク遅延ならび
に基準クロックソースおよび任意の内部インターフェースリンクに伴うクロックドリフト
比を計算し得る。
【００７０】
　642において、ACKフレームはWi-Fiレイヤに搬送され、644において、Wi-Fiレイヤは、
ソースデバイス105-bのマルチメディアレイヤ内のタイミング測定エンティティに別のMLM
E-TIMINGMSMT.confirmメッセージを送ることによって応答する。646において、ソースデ
バイス105-bのローカルに調節されたクロックは、Wi-Fiタイミングを追跡するように調節
され得る。
【００７１】
　したがって、ソースデバイス105-b(これはクロックマスタとみなされ得る)において、
第1のフレーム交換からWi-Fiレイヤのクロックドメインにおいて受信されるタイミング値
T1およびT4は、T1=Tmm(t1)=Tmm(now)-[Thw(now)-t1]と、同様にThw(t4)をTmm(t4)に変換
することによってT4とを使用することによって、それが維持することのできるWi-Fiクロ
ックのローカル推定に基づいて、マルチメディアレイヤタイミングユニットに変換され得
る。シンクデバイス110-f(これはクロックスレーブとみなされ得る)において、第1のフレ
ーム交換からWi-Fiレイヤのクロックドメインに置いて受信されたタイミング値T2およびT
3は、それが維持することのできるWi-Fiクロックのローカル推定に基づいて、マルチメデ
ィアレイヤタイミングユニットに変換され得る: T2=Tmm(t2)=Tmm(now)-[Thw(now)-t2]、
および同様にThw(t3)に対応するTmm(t3)を使用することによるT3。
【００７２】
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　図7は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための例示的ダイアグラム700を
示す。ダイアグラム700は、マルチメディア時刻705(たとえば、MM時刻705-a、MM時刻705-
b、およびMM時刻705-c)、時刻スナップショット710(たとえば、Time Snapshot 710-a、Ti
me Snapshot 710-b、およびTime Snapshot 710-c)、および基準時刻715(たとえば、Refer
ence Time 715-a、Reference Time 715-b、およびReference Time 715-c)を含み得る。ダ
イアグラム700に示される構成要素は、図1～図6を参照しながら説明したソースデバイス1
05、シンクデバイス110、および/またはワイヤレスデバイス205の類似の構成要素の例で
あり得る。単一のシンクデバイスを参照しながら説明するが、ダイアグラム700のステッ
プは、複数のシンクデバイス110に関連付けられ得る。
【００７３】
　一般に、ダイアグラム700は、マルチメディアペイロードフレームのPTSについてのタイ
ミング基準を示す。一般に、一般化精度タイミングプロトコル(gPTP)を使用するとき、PT
Sは、gPTPドメイン内のタイミング測定基準のために使用され得る、そのローカルに調節
されたタイミングソース(PTP、UTC、NTP、GPSなど)内のソースデバイスによって設定され
るタイミングユニット内にあり得る。TSFを使用するとき、PTSは、(1us内の)TSFの最低の
33ビット、またはTSFに基づくユニットスケールを使用することによって提供され得る。
一般に、すべてのデバイスによって使用される同期方法が指定され得、PTSについての時
間ユニットが仕様内に含まれ得る。いくつかの態様では、PCRが依然として通信され得る
が、シンクデバイスによって無視され得る。すべてのデバイスは、同期方法のマスタクロ
ックソース、たとえばソースデバイスのローカルに調節された時刻に基づく共通タイミン
グ基準を利用し得る。
【００７４】
　いくつかの態様では、ダイアグラム700は、時刻スナップショット710(たとえば、ロー
カルに調節された時刻)での基準時刻715の取込みを含み得、メディアペイロードのタイム
スタンピングが必要とされるとき、変換または相関論理(ソフトウェアPLL)を使用して、
ソースデバイスおよび/またはシンクデバイスの異なるサブシステム間のタイミングをス
ケーリングし得る。非限定的な一例として、マルチメディアクロックドメイン内の任意の
瞬間tnに望まれるPTS時刻は、t0におけるWi-Fiレイヤでの時刻に基づき、Thw(tn)=Thw(t0
)+[Tmm(tn)-Tmm(t0)]として導出され得る。いくつかの態様では、Wi-Fiサブシステムから
の基準時刻715のアクセス、およびWi-Fiクロックに対するマルチメディアレイヤクロック
の相対的ドリフトの推定は、タイミングフロー600を参照しながら説明した同一の機能を
使用して行われ得る。
【００７５】
　いくつかの態様では、マルチメディアレイヤ時刻705は、何らかの周期的間隔(たとえば
、100ms)で時刻スナップショット710にアクセスし、その所望の提示時刻を時刻スナップ
ショット710タイミング基準に変換し得る。マルチメディアクロック時刻705は、ペイロー
ドタイムスタンピングについての任意の瞬間における対応する時刻スナップショット710
時刻を導出するために使用され得る。連続するアクセス間隔間のドリフトは、考慮が必要
なほど著しくはないことがあり、または(上記で論じたように)ドリフトレート推定から調
節され得る。したがって、タイムスタンプは、時刻スナップショット710時刻、たとえば
デバイスのローカルに調節された時刻と同期するようにされ得る。この手法は、異なるデ
バイスのWi-Fiサブシステムのクロックがどのように同期されるかにかかわらず使用され
得る。したがって、TSF方法がWi-Fi同期のために使用される場合、やはり同一の手法が使
用され得る。いくつかの例では、ダイアグラム700はまた、ハードウェアインターフェー
スによってリアルタイムに基準時刻715からの実際の時刻にアクセスし得る。しかしなが
ら、無視できる遅延での周期的アクセスおよびタイミングのローカル追跡は、多くの使用
ケースについて十分であり得る。
【００７６】
　いくつかの態様では、ダイアグラム700は、コンテンツパケットを送信している間、時
刻スナップショット710タイミング基準から直接的にRTPタイムスタンプまたはPTSを使用



(22) JP 2018-505576 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

し得る。RTPタイムスタンプはWi-Fiサブシステムとともに配置され得、受信側デバイスは
、Miracast R1規格で説明される技法と同様の、ジッタリング解除のためのRTPタイムスタ
ンプを使用する。同時に、PESペイロードの第1のRTPパケットのRTPタイムスタンプは、RT
Pレイヤからマルチメディアスタックに渡され得る。これは、メディア提示時刻のために
も時刻スナップショット710の使用を可能にし得る。サラウンドオーディオの同期ストリ
ーミングなどの、複数のデバイス間のメディアのレンダリングのための非常に厳格なタイ
ミング同期を保証するために、受信側デバイスにおいてWi-Fiレイヤからマルチメディア
スタックに時刻スナップショット710を中継することの追加の制約が必要となり得る。
【００７７】
　図8は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法800の一例を示す流れ
図である。明快のために、方法800は、図1～図7を参照しながら説明したシンクデバイス1
10および/またはワイヤレスデバイス205の態様を参照しながら以下で説明される。いくつ
かの例では、シンクデバイスは、コードのセットを実行して、シンクデバイスの機能要素
を制御し、以下で説明する機能を実施し得る。追加または代替として、シンクデバイスは
、汎用ハードウェアを使用して、以下で説明する機能を実施し得る。
【００７８】
　ブロック805において、方法800は、シンクデバイスがソースデバイスからタイミング情
報を受信することを含み得る。タイミング情報は、複数のシンクデバイスにコンテンツを
ストリーミングするために使用される共通タイミングソースに関連付けられ、またはそれ
を示し得る。810において、方法800は、シンクデバイスが共通タイミングソースに関連す
る複合タイミング遅延を識別することを含み得る。複合タイミング遅延は、ワイヤレス伝
送リンク遅延、内部インターフェース遅延、またはそれらの組合せを考慮し、補償し得る
。
【００７９】
　815において、方法800は、シンクデバイスが、識別された複合タイミング遅延に少なく
とも部分的に基づいて、そのタイミングを調節することを含み得る。たとえば、シンクデ
バイスは、複合タイミング遅延に基づいて、ローカルに調節されたタイミングクロックを
調節し得る。820において、方法800は、シンクデバイスが、調節されたタイミングを使用
して、ソースデバイスからストリーミングされたコンテンツの提示を同期することを含み
得る。たとえば、シンクデバイスは、ストリーミングされたコンテンツのペイロード内に
含まれるPTSを読み取り、そのローカルに調節されたタイミングクロックを使用して、コ
ンテンツをいつ提示するかを決定し得る。
【００８０】
　ブロック805、810、815、および820での動作は、図2～図4を参照しながら説明した同期
構成要素215を使用して実施され得る。
【００８１】
　したがって、方法800はワイヤレス通信を実現し得る。方法800は単なる1つの実装であ
り得、方法800の動作は、他の実装が可能となるように再構成され、あるいは修正され得
ることに留意されたい。
【００８２】
　図9は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法900の一例を示す流れ
図である。明快のために、方法900は、図1～図7を参照しながら説明したソースデバイス1
05および/またはワイヤレスデバイス205の態様を参照しながら以下で説明される。いくつ
かの例では、ソースデバイスは、コードのセットを実行して、ソースデバイスの機能要素
を制御し、以下で説明する機能を実施し得る。追加または代替として、ソースデバイスは
、汎用ハードウェアを使用して、以下で説明する機能を実施し得る。
【００８３】
　ブロック905において、方法900は、ソースデバイスが、複数のシンクデバイスにコンテ
ンツをストリーミングするために使用される共通タイミングソースに関連し、またはそれ
を示すタイミング情報を識別することを含み得る。910において、方法900は、ソースデバ
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イスが、複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1つにタイミング情報を送ることを含
み得る。タイミング情報は、タイミング測定交換の間に通信される1つまたは複数のTMフ
レームを介して送られ得る。
【００８４】
　915において、方法900は、ソースデバイスが、複数のシンクデバイスにコンテンツをス
トリーミングすることを含み得る。コンテンツの提示は、タイミング情報に少なくとも部
分的に基づいて、複数のシンクデバイスと同期され得る。たとえば、シンクデバイスは、
タイミング情報に基づいて、ローカルに調節されたタイミングクロックを調節し、調節さ
れたタイミングを使用して、ソースデバイスからストリーミングされるコンテンツの提示
を同期し得る。一例では、シンクデバイスは、ストリーミングされるコンテンツのペイロ
ード内に含まれるPTSを読み取り、そのローカルに調節されたタイミングクロックを使用
して、コンテンツをいつ提示するかを決定し得る。
【００８５】
　ブロック905、910、および915での動作は、図2～図4を参照しながら説明した同期構成
要素215を使用して実施され得る。
【００８６】
　したがって、方法900はワイヤレス通信を実現し得る。方法900は単なる1つの実装であ
り得、方法900の動作は、他の実装が可能となるように再構成され、あるいは修正され得
ることに留意されたい。
【００８７】
　図10は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法1000の一例を示す流
れ図である。明快のために、方法1000は、図1～図7を参照しながら説明したシンクデバイ
ス110および/またはワイヤレスデバイス205の態様を参照しながら以下で説明される。い
くつかの例では、シンクデバイスは、コードのセットを実行して、シンクデバイスの機能
要素を制御し、以下で説明する機能を実施し得る。追加または代替として、シンクデバイ
スは、汎用ハードウェアを使用して、以下で説明する機能を実施し得る。
【００８８】
　ブロック1005において、方法1000は、シンクデバイスがソースデバイスからタイミング
情報を受信することを含み得る。タイミング情報は、複数のシンクデバイスにコンテンツ
をストリーミングするために使用される共通タイミングソースに関連付けられ、またはそ
れを示し得る。1010において、方法1000は、シンクデバイスのマルチメディアレイヤが、
ワイヤレス通信レイヤ、たとえばWi-Fiレイヤからのタイミングインスタンスを識別する
ことを含み得る。タイミングインスタンスは、マルチメディアレイヤのタイミングユニッ
トに相関し得る。1015において、方法1000は、シンクデバイスが、コンテンツをストリー
ミングするために使用される各レイヤに関連する内部インターフェースリンク遅延を識別
することを含み得る。内部インターフェースリンク遅延は、Wi-Fiレイヤからマルチメデ
ィアレイヤへのタイミング情報の交換に関連付けられ得る。
【００８９】
　1020において、方法1000は、シンクデバイスが、Wi-Fiレイヤからのタイミングインス
タンスに対応するように、内部インターフェースリンク遅延に少なくとも部分的に基づい
て、そのマルチメディアレイヤのタイミングを調節することを含み得る。1025において、
方法1000は、シンクデバイスが、ソースデバイスからストリーミングされたコンテンツを
受信することを含み得る。1030において、方法1000は、シンクデバイスが、マルチメディ
アレイヤの調節されたタイミングに少なくとも部分的に基づいて、ストリーミングされた
コンテンツとともに受信された提示タイムスタンプを変換することによって、マルチメデ
ィアレイヤタイミングソースの提示時刻を決定することを含み得る。
【００９０】
　ブロック1005、1010、1015、1020、1025、および1030での動作は、図2～図4を参照しな
がら説明した同期構成要素215を使用して実施され得る。
【００９１】
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　したがって、方法1000はワイヤレス通信を実現し得る。方法1000は単なる1つの実装で
あり得、方法1000の動作は、他の実装が可能となるように再構成され、あるいは修正され
得ることに留意されたい。
【００９２】
　いくつかの例では、方法800、900、および/または1000のうちの2つ以上のからの態様が
組み合わされ得る。方法800、900などは単なる例示的実装であること、および方法800～1
000の動作は、他の実装が可能となるように再構成され、あるいは修正され得ることに留
意されたい。
【００９３】
　添付の図面とともに上記で述べた詳細な説明は例を説明し、実装され得る、または特許
請求の範囲内にある唯一の例を表すわけではない。「例」および「例示的」という語は、
この説明では「一例、事例、または例示として働くこと」を意味し、他の例よりも「好ま
しい」、または「有利である」というわけでない。詳細な説明は、記載の技法の理解を与
える目的で、特定の詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの特定の詳細な
しに実施され得る。いくつかの例では、記載の例の概念を不明瞭にすることを避けるため
に、周知の構造および構成要素がブロック図形式で示される。
【００９４】
　情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表現され得る。
たとえば、上記の説明全体を通じて参照され得るデータ、命令、コマンド、情報、信号、
ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁気粒子、光場
あるいは光粒子、またはそれらの任意の組合せによって表現され得る。
【００９５】
　本明細書の開示に関して説明した様々な例示的ブロックおよび構成要素は、本明細書で
説明した機能を実施するように設計された汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP
)、ASIC、FPGAまたは他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはト
ランジスタロジック、ディスクリートハードウェア構成要素、あるいはそれらの任意の組
合せとともに実装または実施され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得る
が、代替実施形態では、プロセッサは、任意の従来型プロセッサ、コントローラ、マイク
ロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデ
バイスの組合せ、たとえばDSPとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッ
サ、少なくとも1つのマイクロプロセッサとDSPコア、あるいは任意の他のそのような構成
として実装され得る。
【００９６】
　本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェ
ア、ファームウェアまたはそれらの任意の組合せとして実装され得る。プロセッサによっ
て実行されるソフトウェアとして実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記
憶され、または少なくとも1つの命令もしくはコードとしてコンピュータ可読媒体上に伝
送され得る。他の例および実装は、本開示および添付の特許請求の範囲内にある。たとえ
ば、ソフトウェアの性質のために、前述の機能は、プロセッサによって実行されるソフト
ウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらの任意の組
合せを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はまた、機能の部分が様々な物理的位
置において実装されるように分散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得
る。本明細書では、特許請求の範囲を含めて、「および/または」という用語は、2つ以上
の項目のリスト内で使用されるとき、列挙される項目のうちの任意の1つがそれ自体で利
用され得ること、または列挙される項目のうちの2つ以上の任意の組合せが利用され得る
ことを意味する。たとえば、構成が構成要素A、B、および/またはCを含むものとして説明
される場合、構成は、Aのみ、Bのみ、Cのみ、AとBの組合せ、AとCの組合せ、BとCの組合
せ、またはA、B、およびCの組合せを含み得る。さらに、本明細書では、特許請求の範囲
を含めて、項目のリスト(たとえば、「のうちの少なくとも1つ」、「のうちの1つまたは
複数」などの語句が後に置かれる項目のリスト)内で使用される「または」は、選言的リ



(25) JP 2018-505576 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

ストを示し、したがってたとえば、「A、B、またはCのうちの少なくとも1つ」というリス
トは、AまたはBまたはCまたはABまたはACまたはBCまたはABC(たとえば、AおよびBおよびC
)を意味する。
【００９７】
　コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の場所へのコンピ
ュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体の両方を含む。記憶媒体
は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり
得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、フラッシュ
メモリ、CD-ROM、または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の
磁気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段
を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用も
しくは専用プロセッサによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備え得る。さらに、任
意の接続がコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケ
ーブル、光ファイバケーブル、撚線対、デジタル加入者線(DSL)、または赤外線、無線、
マイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモー
トソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、撚線対、DSL、また
は赤外線、無線、マイクロ波などのワイヤレス技術が、媒体の定義に含まれる。本明細書
では、ディスク(disk)およびディスク(disc)は、コンパクトディスク(disc)(CD)、レーザ
ディスク(disc)、光ディスク(disc)、デジタルバーサタイルディスク(disc)(DVD)、フロ
ッピィディスク(disk)、およびブルーレイディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は通常
、データを磁気的に再現し、一方、ディスク(disc)は通常、データをレーザで光学的に再
現する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【００９８】
　本開示の先の説明は、当業者が本開示を作成または使用することを可能にするために提
供される。本開示に対する様々な修正が当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義
される一般原理は、本開示の精神または範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用さ
れ得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでは
なく、本明細書で開示される原理および新規な特徴に一致する最も広い範囲が与えられる
べきである。
【符号の説明】
【００９９】
　　100　システム
　　102　リンク
　　105　ソースデバイス
　　110　シンクデバイス
　　115　同期構成要素
　　202　通信リンク
　　205　ワイヤレスデバイス
　　210　受信機
　　215　同期構成要素
　　220　送信機
　　305　タイミング情報構成要素
　　310　コンテンツ同期構成要素
　　315　コンテンツストリーミング構成要素
　　400　システム
　　405　プロセッサ
　　415　メモリ
　　420　ソフトウェア(SW)
　　435　トランシーバ
　　440　アンテナ
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　　445　バス

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月6日(2017.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システム内でコンテンツをストリーミングするための方法であって、
　マルチメディアレイヤのタイミングに少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレス通信レ
イヤによって識別された通信の時間に対する調節をシンクデバイスによって決定するステ
ップと、
　通信の前記時間に対する前記調節に少なくとも部分的に基づいて、共通タイミングソー
スに関連する複合タイミング遅延を前記シンクデバイスによって識別するステップと、
　前記識別された複合タイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、シンクデバイスタ
イミングを前記シンクデバイスによって調節するステップと、
　前記調節されたシンクデバイスタイミングを前記シンクデバイスによって使用して、ソ
ースデバイスから複数のシンクデバイスにストリーミングされるコンテンツの提示を同期
するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記識別された複合タイミング遅延が、第1のタイミングソース遅延、第2のタイミング
ソース遅延、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含む請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記第1のタイミングソース遅延が前記マルチメディアレイヤに関連付けられ、前記第2
のタイミングソース遅延が前記ワイヤレス通信レイヤに関連付けられる請求項2に記載の
方法。
【請求項４】
　前記ワイヤレス通信レイヤを介するワイヤレス通信に関連する伝送リンク遅延を識別す
るステップと、
　前記コンテンツをストリーミングするために使用される各レイヤに関連する内部インタ
ーフェースタイミング遅延を識別するステップであって、前記識別された複合タイミング
遅延が、前記伝送リンク遅延および前記内部インターフェースタイミング遅延に少なくと
も部分的に基づくステップと、
　前記複合タイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、前記シンクデバイスの前記マ
ルチメディアレイヤの前記タイミングを調節するステップと
をさらに含む請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記伝送リンク遅延を識別する前記ステップが、
　前記ソースデバイスとタイミング測定および確認フレームを交換する少なくとも2つの
ラウンドを実施するステップ
を含む請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記内部インターフェースタイミング遅延が、部分的にはタイミング情報にアクセスす
るために、前記マルチメディアレイヤと前記ワイヤレス通信レイヤとの間の通信に関する
遅延に関連付けられる請求項4に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1のタイミングソース遅延が前記ワイヤレス通信レイヤに関連付けられ、前記第2
のタイミングソース遅延が前記マルチメディアレイヤに関連付けられる請求項2に記載の
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方法。
【請求項８】
　前記ワイヤレス通信レイヤからのタイミングインスタンスを識別するステップと、
　前記コンテンツをストリーミングするために使用される各レイヤに関連する内部インタ
ーフェースタイミング遅延を識別するステップと、
　前記内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、前記ワイヤ
レス通信レイヤからの前記タイミングインスタンスに対応する前記マルチメディアレイヤ
の前記タイミングを調節するステップと、
　前記マルチメディアレイヤの前記調節されたタイミングに少なくとも部分的に基づいて
、前記ストリーミングされたコンテンツとともに受信された提示タイムスタンプを変換す
ることによって、マルチメディアレイヤタイミングソースの提示時刻を決定するステップ
と
をさらに含む請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　前記共通タイミングソースが一般化高精度時間プロトコルに関連付けられる請求項1に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数のシンクデバイスが、ピアツーピアネットワーク、インフラストラクチャネッ
トワーク、またはそれらの組合せを介して前記ソースデバイスと通信する請求項1に記載
の方法。
【請求項１１】
　前記共通タイミングソースに関連するタイミング情報を前記ソースデバイスから受信す
るステップであって、前記共通タイミングソースが、前記複数のシンクデバイスにコンテ
ンツをストリーミングするために使用されるステップ
をさらに含む請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　前記コンテンツが、マルチメディアコンテンツ、オーディオコンテンツ、ビデオコンテ
ンツ、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つである請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信システム内でストリーミングされたコンテンツを受信するための装置で
あって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子的に通信するメモリと、
　前記メモリ内に記憶されている命令であって、
　　マルチメディアレイヤのタイミングに少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレス通信
レイヤによって識別された通信の時間に対する調節を決定し、
　　通信の前記時間に対する前記調節に少なくとも部分的に基づいて、共通タイミングソ
ースに関連する複合タイミング遅延を識別し、
　　前記識別された複合タイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、シンクデバイス
タイミングを調節し、
　　前記調節されたシンクデバイスタイミングを使用して、ソースデバイスから複数のシ
ンクデバイスにストリーミングされるコンテンツの提示を同期する
　ように前記プロセッサによって実行可能である命令と
を備える装置。
【請求項１４】
　前記識別された複合タイミング遅延が、第1のタイミングソース遅延、第2のタイミング
ソース遅延、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つを含む請求項13に記載の装置
。
【請求項１５】
　前記第1のタイミングソース遅延が前記マルチメディアレイヤに関連付けられ、前記第2
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のタイミングソース遅延が前記ワイヤレス通信レイヤに関連付けられる請求項14に記載の
装置。
【請求項１６】
　前記ワイヤレス通信レイヤを介するワイヤレス通信に関連する伝送リンク遅延を識別す
ること、
　前記コンテンツをストリーミングするために使用される各レイヤに関連する内部インタ
ーフェースタイミング遅延を識別することであって、前記識別された複合タイミング遅延
が、前記伝送リンク遅延および前記内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部
分的に基づくこと、および
　前記複合タイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、前記シンクデバイスの前記マ
ルチメディアレイヤの前記タイミングを調節すること
を行うように前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに含む請求項15に記載の装置
。
【請求項１７】
　前記伝送リンク遅延を識別するための前記命令が、
　前記ソースデバイスとタイミング測定および確認フレームを交換する少なくとも2つの
ラウンドを実施する
ように前記プロセッサによってさらに実行可能である請求項16に記載の装置。
【請求項１８】
　前記内部インターフェースタイミング遅延が、部分的にはタイミング情報にアクセスす
るために、前記マルチメディアレイヤと前記ワイヤレス通信レイヤとの間の通信に関する
遅延に関連付けられる請求項16に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第1のタイミングソース遅延が前記ワイヤレス通信レイヤに関連付けられ、前記第2
のタイミングソース遅延が前記マルチメディアレイヤに関連付けられる請求項14に記載の
装置。
【請求項２０】
　前記ワイヤレス通信レイヤからのタイミングインスタンスを識別し、
　前記コンテンツをストリーミングするために使用される各レイヤに関連する内部インタ
ーフェースタイミング遅延を識別し、
　前記内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、前記ワイヤ
レス通信レイヤからの前記タイミングインスタンスに対応するように前記マルチメディア
レイヤの前記タイミングを調節し、
　前記マルチメディアレイヤの前記調節されたタイミングに少なくとも部分的に基づいて
、前記ストリーミングされたコンテンツとともに受信された提示タイムスタンプを変換す
ることによって、マルチメディアレイヤタイミングソースの提示時刻を決定する
ように前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに含む請求項19に記載の装置。
【請求項２１】
　前記コンテンツが、マルチメディアコンテンツ、オーディオコンテンツ、ビデオコンテ
ンツ、またはそれらの組合せのうちの少なくとも1つである請求項14に記載の装置。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信システム内でコンテンツをストリーミングするための方法であって、
　マルチメディアレイヤのタイミングに少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレス通信レ
イヤによって識別された通信の時間に対する調節をソースデバイスによって決定するステ
ップと、
　通信の前記時間に対する前記調節に少なくとも部分的に基づいて、共通タイミングソー
スに関連するタイミング情報を前記ソースデバイスによって識別するステップであって、
前記共通タイミングソースが、複数のシンクデバイスにコンテンツをストリーミングする
ために使用されるステップと、
　前記ソースデバイスによって前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1つに前記
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タイミング情報を送るステップと、
　前記ソースデバイスによって前記複数のシンクデバイスに前記コンテンツをストリーミ
ングするステップであって、前記コンテンツの提示が、前記タイミング情報に少なくとも
部分的に基づいて前記複数のシンクデバイスと同期されるステップと
を含む方法。
【請求項２３】
　通信の前記時間に対する前記調節を決定する前記ステップが、
　前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1つに対するタイミング測定フレームの
ワイヤレス送信および受信の各々について前記共通タイミングソースに対応する出発時刻
および到着時刻を決定するステップと、
　調節された出発時刻および到着時刻を前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1
つに送るステップと
を含む請求項22に記載の方法。
【請求項２４】
　前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1つと前記タイミング測定フレームを交
換する少なくとも2つのラウンドを実施するステップ
をさらに含む請求項23に記載の方法。
【請求項２５】
　前記出発時刻および前記到着時刻を決定する前記ステップが、
　前記マルチメディアレイヤと前記ワイヤレス通信レイヤとの間の通信に関連する内部イ
ンターフェースタイミング遅延を決定するステップと、
　前記内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、前記出発時
刻および前記到着時刻を調節するステップと
をさらに含む請求項23に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ワイヤレス通信レイヤからのタイミングインスタンスを識別するステップと、
　前記コンテンツをストリーミングするために使用される各レイヤに関連する内部インタ
ーフェースタイミング遅延を識別するステップと、
　前記内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、前記ワイヤ
レス通信レイヤからの前記タイミングインスタンスに対応するように前記マルチメディア
レイヤの前記タイミングを調節するステップと、
　前記マルチメディアレイヤの前記調節されたタイミングに対応するコンテンツペイロー
ドについての提示タイムスタンプを導出するステップと
をさらに含む請求項22に記載の方法。
【請求項２７】
　ワイヤレス通信システム内でコンテンツをストリーミングするための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子的に通信するメモリと、
　前記メモリ内に記憶されている命令であって、
　　マルチメディアレイヤのタイミングに少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレス通信
レイヤによって識別された通信の時間に対する調節を決定すること、
　　通信の前記時間に対する前記調節に少なくとも部分的に基づいて、共通タイミングソ
ースに関連するタイミング情報を識別することであって、前記共通タイミングソースが、
複数のシンクデバイスにコンテンツをストリーミングするために使用されること、
　　前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1つに前記タイミング情報を送ること
、および
　　前記複数のシンクデバイスに前記コンテンツをストリーミングすることであって、前
記コンテンツの提示が、前記タイミング情報に少なくとも部分的に基づいて、前記複数の
シンクデバイスと同期されること
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である命令と
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を備える装置。
【請求項２８】
　通信の前記時間に対する前記調節を決定するための前記命令が、
　前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1つに対するタイミング測定フレームの
ワイヤレス送信および受信の各々について前記共通タイミングソースに対応する出発時刻
および到着時刻を決定し、
　調節された出発時刻および到着時刻を前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1
つに送る
ように前記プロセッサによってさらに実行可能である請求項27に記載の装置。
【請求項２９】
　前記複数のシンクデバイスのうちの少なくとも1つと前記タイミング測定フレームを交
換する少なくとも2つのラウンドを実施する
ように前記プロセッサによって実行可能な命令をさらに含む請求項28に記載の装置。
【請求項３０】
　前記出発時刻および前記到着時刻を決定するための前記命令が、
　前記マルチメディアレイヤと前記ワイヤレス通信レイヤとの間の通信に関連する内部イ
ンターフェースタイミング遅延を決定し、
　前記内部インターフェースタイミング遅延に少なくとも部分的に基づいて、前記出発時
刻および前記到着時刻を調節する
ように前記プロセッサによってさらに実行可能である請求項28に記載の装置。
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